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せんか。

小津 決してそうではありません。LTE

基地局としてのFlexi BTSの最大の魅

力は初期出荷時点から量産価格での提

供ができることなのです。

Flexi BTSバージョン2は、LTEだけ

でなく、世界中の事業者のW-CDMA/

HSPAネットワーク、さらにはW-CDMA

の移行を控えたGSMのネットワークに

も導入されることになります。数が出れ

ば価格もこなれます。特にFlexi BTSで

はその回路の大半にASICではなくメー

カーと共同開発した最新鋭のDSPを用

いていますから、量産により劇的なコス

ト低下が見込めます。これは当然、製

品価格に反映されることになります。

―日本でのビジネスを国内ベンダーと

共同で展開しているのはなぜなのです

か。

小津 当社の強みは世界標準に準拠し

た高品質な製品を安価に提供できるこ

とです。他方、日本市場の細かなニーズ

への対応は私どもの比較的弱い部分で

すが、これをそのままにしておいたので

は日本のお客様の事業に貢献できませ

ん。そこで日本のベンダーと補完関係の

パートナーシップを構築しているのです。

―提携はドコモとのビジネスに限定し

たものなのでしょうか。

小津 パナソニック様との協業では、ド

コモ様向けのビジネスを共同でやらせ

て頂きますが、将来的にはグローバル

での展開も考えています。具体的な内

容はこれから両社で論議することになり

ますが、日本のメーカー様と事業者様と

共同で培ってきた様々な技術をぜひ世

界に展開していきたいと考えています。

―NSN自身も日本での体制を強化さ

れていると思いますが。

小津 もちろんです。日本での業務は主

に営業と保守サービスですが、特に後

者について強化を図らなければならな

いと考えており、年末までに人員を3割

増しにすることを目標に採用を進めてい

ます。

私は、日本のNSNは「外資」ではいけ

ない、日本のオペレーターの気持ちが分

かる「日本の会社」であるべきだと考え

ているのです。そこで採用面でも、英語

ができなくても日本のお客様を理解でき

る方には積極的に来て頂くようにしてい

ます。すでに当社の社員の9割が日本

人なのです。

消費電力を7割削減

―先般NSNは環境対応を重視した事

業戦略を打ち出されました。これは何を

狙ったものなのですか。

小津 CO2の排出規制はあらゆる産業

にとって喫緊の課題となっています。モ

バイルのネットワークでは消費電力の

85％がネットワーク機器、その半分が基

地局で費やされています。その意味で

携帯電話インフラの3分の1のシェアを

持つNSNは大きな責任を負っていると

―9月に富士通が御社の製品を用いて

NTTドコモのスーパー3G（LTE）のコア

ネットワークの一部を受注したと発表し

ました。昨年末にはパナソニックモバイ

ルコミュニケーションズと共同でドコモ

のLTE基地局を受注されています。緒戦

はかなり好調といえますね。

小津 当社は必ずしもLTEを機に日本

での事業展開を本格化させたというわ

けではなく、ノキア時代から当時のボー

ダフォン、現在のソフトバンクモバイル様

に、W-CDMAのネットワークを提供して

います。

現在は「Flexi BTS」という小型で消

費電力の少ない最新鋭の基地局装置を

納入していますが、運用コスト（OPEX）

の大幅な低減を実現できることで高い

評価を頂いています。

もちろん他の事業者にもこうした製品

をお使い頂きたいのですが、インフラビ

ジネスは他の事業者にご提案してすぐ

に採用いただけるというものではありま

せん。これまで懸命にアプローチをして

きて、ちょうど技術の切れ目であるLTE

で参入できた。現状はこういうことだと

思います。
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ソフトバンク様、ドコモ様に加えて、ま

たLTEだけでなく弊社製品をオペレー

ター様にご納入し、事業貢献するのが

私どもの夢です。

3GとLTEを同一ハードで

―御社のLTE製品の強みはどこにある

のでしょうか。

小津 基地局に限っていえば小型化・

省電力化に加えて、もう1つソフトウェア

の変更だけでGSMからW-CDMA、さ

らにはHSDPA/HSUPA（HSPA）にま

でグレードアップができ、中長期的な設

備投資を大幅に抑えられることが大き

な強みとなっています。

来年初頭から半ば頃に出荷が予定さ

れている後継製品Flexi BTSの「バー

ジョン2」はHSPA＋、そしてLTEにも対

応が可能です。開発中のドコモ様向け

の基地局にもこの製品と同じアーキテク

チャーが用いられています。

―ソフトバンクのように、HSPA＋を

導入してその後LTEへの移行を考えてい

る事業者には大きなメリットのあるシステ

ムですね。逆に直接LTEを導入する事

業者にはさほど魅力がないのではありま

いえます。同時に省電力化はオペレー

ターのOPEX低減にも大きく寄与するこ

とになります。

―無線基地局の消費エネルギーを

70％削減できると発表されています。何

がこれを可能にしたのですか。

小津 方策は1つだけではありません。

私どものFlexi BTSでは従来機種より3

割の省電力化を実現しています。また

小型の基地局をアンテナの直近に設置

できるため伝送ロスが少なく、空調設備

も不要なので、さらに消費電力を抑えら

れます。

これに加えて重要なのが各基地局の

トラフィックをモニターし、通信が少ない

時間帯には一部の基地局の運用を止め

るなどの制御を行うシステムを実用化、ト

ータルでの消費電力をも削減するという

手法をとっていることです。これらを組み

合わせることで大幅な省エネとCO2排出

削減を実現しようとしているのです。

―日本市場での当面の目標はどこに置

いているのでしょうか。

小津 日本で事業を展開している外資

系ベンダーの中でトップになることです。

売り上げや利益はもちろんですが、何よ

りも顧客満足度でトップに立つことが重

要だと考えています。
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Flexi-BTSは小型化・低消費電力化でCO2削減にも貢献

この新世代Flexi-BTSは、コ
ンパクトながらもその能力は
バックの大型BTSに匹敵、壁
面設置も可能としている


